
本
学
で
は
か
ね
て
か
ら
産
学

連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
加
え
本
年
4
月
か
ら
、

実
践
に
即
し
た
若
手
起
業
家
の

育
成
教
育
を
行
う
た
め
、
次
の

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

1．
「
産
学
連
携
起
業
教
育
セ

ン
タ
ー
（
略
称
・
産
学
セ
ン
タ

ー
）」
の
開
設

2．

若
手
起
業
家
育
成
教
育

の
実
施

3．

第
1
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

●
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン

タ
ー
は
、
98
年
か
ら
昨
年
度
ま

で
本
学
に
設
置
さ
れ
て
い
た

「
産
学
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を

発
展
的
に
改
組
し
た
も
の
。
産

学
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
主

に
産
学
連
携
事
業
を
手
が
け
て

い
た
が
、
新
セ
ン
タ
ー
で
は
、

そ
れ
以
外
に
若
手
起
業
家
育
成

の
た
め
の
起
業
教
育
を
実
施
す

る
。
同
セ
ン
タ
ー
長
に
は
、
本

学
専
門
職
大
学
院
の
教
授
で
主

に
起
業
に
関
す
る
講
座
を
担
当

し
て
い
る
上
原
健
一
教
授
が
就

本
学
で
は
「
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
4
月
に
開
設
し
、
学
生
起
業
家

育
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
専
門
の
「
起
業
講
座
」

を
開
講
す
る
と
と
も
に
、
学
生
対
象
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
優
秀

者
10
名
を
「
ア
メ
リ
カ
起
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
視
察
研
修
の
旅
」
に
派
遣
す
る
。

第
１
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

任
し
た
。

な
お
「
産
学
連
携
起
業
教
育

セ
ン
タ
ー
」
は
本
学
w
1
棟
2

階
に
設
け
ら
れ
、
そ
の
目
的
と

事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
目
的
　
本
学
の
持
つ
研
究

お
よ
び
技
術
能
力
を
積
極
的
に

活
用
し
、
産
学
官
の
交
流
活
動

昨
年
度
ま
で
、
獨
協
大
学
・

文
教
大
学
・
本
学
の
3
大
学
間

で
締
結
し
て
い
た
「
埼
玉
県
東

部
地
区
大
学
単
位
互
換
協
定
」

に
、
本
年
度
か
ら
埼
玉
県
立
大

学
も
加
わ
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
調
印
式
が
3
月
27
日
、
獨
協

大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。

新
た
に
加
盟
す
る
埼
玉
県
立

大
学
は
、
越
谷
市
に
位
置
し
、

1
6
0
0
人
余
り
の
学
生
を
保

健
医
療
福
祉
学
部
で
教
育
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
本
学
の
学

生
も
「
健
康
科
学
」
や
「
食
の

科
学
」
な
ど
、
従
来
と
は
傾
向

の
ち
が
う
科
目
が
受
講
可
能
と

な
り
、
協
定
の
さ
ら
な
る
充
実

が
図
ら
れ
た
形
だ
。

調
印
式
は
4
大
学
の
学
長
同

席
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
型
ど

お
り
の
式
次
第
の
後
に
は
、
学

長
同
士
の
自
由
な
意
見
交
換
な

ど
も
あ
り
、
こ
の
協
定
が
学
生

の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
の
交
流

に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

起
業
の
た
め
の
人
材
育
成
等
の

教
育
活
動
を
展
開
し
、
も
っ
て

本
学
に
対
す
る
社
会
的
要
請
に

応
え
る
。

・
こ
の
目
的
の
た
め
次
の
事

業
を
行
う
。

・
工
業
技
術
に
関
す
る
産
学

官
連
携
の
推
進

・
技
術
相
談
、

受
託
研
究
　
・

共
同
研
究
等
産

業
界
と
の
連
携

強
化
　
・
本
学

学
生
の
起
業
お

よ
び
就
業
に
関

す
る
教
育
の
推

進
　
・
本
学
開

発
の
技
術
の
知

的

財

産

権

取

得
・
実
用
化
の

推
進
な
ど
。

●
全
学
部
生

を
対
象
に
若
手

起
業
家
育
成
教

育
を
実
施
す
る
。

本
学
在
学
中
の

全
学
部
生
（
全

学
科
、
全
学
年
）

平
成
18
年
4
月
1
日
、
本
学

の
組
織
を
一
部
変
更
し
た
。

■
教
学
組
織

教
学
組
織
に
つ
い
て
は
、
本

学
の
付
属
施
設
で
あ
る
電
気
実

験
研
究
セ
ン
タ
ー
を
電
気
実
験

セ
ン
タ
ー
に
、
建
築
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
を
建
築
技
術
セ
ン
タ

ー
に
そ
れ
ぞ
れ
、
名
称
を
変
更

し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
セ
ン
タ
ー
と

本
学
組
織
の
一
部
を
変
更

を
対
象
に
、
次
の
2
科
目
の
起

業
講
座
を
開
講
。
授
業
担
当
は

本
学
専
門
職
大
学
院
教
員
で
あ

る
小
田
恭
市
教
授
。

①
春
学
期
「
起
業
と
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
」
、
②
秋
学
期
「
新
会

社
設
立
の
実
際
」

「
起
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
」

は
、
起
業
に
関
心
を
持
つ
学
生
、

将
来
的
に
起
業
す
る
意
欲
を
持

つ
学
生
、
就
職
先
で
新
事
業
の

企
画
・
推
進
に
取
り
組
み
た
い

学
生
な
ど
を
中
心
に
「
起
業
化
」

に
つ
い
て
の
入
門
か
ら
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
の
実
践
的
策
定
手

法
と
演
習
ま
で
を
通
じ
、
起
業

の
基
礎
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
修

得
さ
せ
る
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
は
、
第
1
回
と
し

て
、
本
学
に
在
学
中
の
全
て
の

学
部
生
・
大
学
院
生
を
対
象
に
、

平
成
18
年
7
月
10
日
締
切
で
実

施
す
る
。
前
記
「
起
業
と
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
」
受
講
者
は
、
本

コ
ン
テ
ス
ト
に
対
す
る
指
導
・

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
優
秀
者
10
名
が
ア
メ

リ
カ
起
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
視
察

研
修
の
旅
」
（
平
成
18
年
9
月
17

日
〜
9
月
26
日
予
定
・
55
万
円

相
当
）
に
招
待
さ
れ
る
。
審
査

結
果
発
表
は
平
成
18
年
8
月
7

日
。本

件
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

本
学
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン

タ
ー
担
当
者
松
倉
宏
一
ま
で
。

電
話
0
4
8
0
―
3
3
―
7
5

2
2
（
直
通
）

機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
と
を
あ
わ

せ
て
「
実
験
教
育
系
セ
ン
タ
ー
」

と
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ら
セ
ン
タ
ー
の

主
要
な
位
置
付
け
を
学
生
の
実

験
・
実
習
教
育
に
あ
る
こ
と
を

明
確
に
し
、
運
営
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。

■
事
務
組
織

事
務
組
織
に
つ
い
て
も
一
部

名
称
変
更
を
お
こ
な
っ
た
。
学

生
部
を
学
生
支
援
部
と
し
、
同

部
学
生
課
を
学
生
支
援
課
に
、

就
職
課
を
就
職
支
援
課
に
変
更

し
た
。
こ
の
名
称
変
更
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
よ
り
一
層
き
め

細
か
な
学
生
支
援
、
就
職
支
援

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
、

よ
り
充
実
し
た
カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ

フ
を
送
る
た
め
に
、
ま
た
キ
ャ

リ
ア
を
築
く
た
め
の
運
営
を
強

化
す
る
た
め
で
あ
る
。

1 4 1第 号

通

http://www.nit.ac.jp

産学連携起業
教育センター開設

信 編集・発行

広報課
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1

1（0480）34－4111（代）

平成18年（2006年）6月1日発行

2007年の学園創立100周年まで、
あと1年。本学園では、年史の
作成や百年記念館の建設など、
学内外の方々の協力をいただき、
さまざまな記念事業を推進して
いる。左は、無限を表す「メビ
ウスの環」をモチーフとした、
100周年記念シンボルマーク。

産学連携と若手起業家教育を行う
「産学連携起業教育センター」を開設

産学連携起業教育センター
（産学センター）
＜W1棟2階＞

E-mail:sangaku@nit.ac.jp
Tel:0480－33－7522

NIT Campus
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埼
玉
県
立
大
が
加
わ
り
、
４
大
学
で

単
位
互
換
協
定
ス
タ
ー
ト

【機械工学科】
1．自動車エンジンの作り方
2．レーザではじめる物づくり
～レーザでどんな加工
ができるだろう？～

3．ダイヤモンドの魅力
（合成と応用の現状）
4．3次元CADを学ぶ
5．SFを通して見るロボッ
ト工学

6．環境と風力エネルギー
の利用

7．プラスチックのはなし
8．ナノテクノロジー―小
さなchiisanaちいさな
機械―

9．新しい機械エネルギー
「超音波」のふしぎ

【電気電子工学科】
1．工業と英語
2．光ファイバ接続技術
3．21世紀のキー・テクノ
ロジー：太陽電池及び
超電導体について

4．永久磁石の話／超電導
の話（いずれかをご指
定ください。）

5．人造ダイヤモンド
6．雷（かみなり）とは？
7．音声と聴覚の機能につ
いて

8．光ファイバ通信のしくみ
9．新幹線の新しいトロリ線
10．真空と半導体開発
11．ディジタル計測とコン
ピュータ

12．設備の最適配置
【建築学科】
1．建物基礎と地盤
2．歴史を生かした町づくり
3．異文化を解きあかす

－住まい見聞録／教養
としての建築

4．力の流れと安全
5．ヒートアイランド研究
の最前線

6．建築材料のあれこれ
7．住宅設計の楽しみ
8．建築設計の現場から

【システム工学科】
1．ドラえもんの夢
―身のまわりのやさしい科学―
2．地球と水
3．ナノテクノロジー（10億
分の1メートル）の世界

4．ガス管や腸内を走れる
ロボットのお話

5．「赤い光、青い光」
6．デジタルカメラの仕組
みと画像処理

7．くもらない鏡のお話
8．航空宇宙システム開発
とシミュレータ

9．新教科「情報」と大学
の情報教育

10．かけ引きの科学
11．パズルに使えるグラフ
理論

12．機械はどこまで人と融
合するだろうか

【情報工学科】
1．コンピュータと人が仲
良くする技術のお話

2．どこでもコンピュータ
3．情報産業の将来とソフト
ウェア工学とのかかわり

4．計算知能化と組合せ最
適化

5．インターネットの発展
と応用

6．コンピュータグラフィ
ックスのしくみ

日本工業大学では、「出張講義」を実施しています。「出
張講義」とは本学の教員が高等学校に出向いて、高校生に
分かり易い講義を行うものです。工業大学の講義の一端に
触れることで、高校生の皆さんに、工学の面白さ、ものづ
くりの楽しさを知っていただきたいと思っています。講義
の題目は次のとおりです。

今年も次の日程でオープ
ンキャンパスを実施します。
「国際環境規格ISO14001」
を取得した心地よいエコ・
キャンパスとすぐれた実
験・実習施設を、みなさん
の先輩学生が親切に案内し
ます。当日は工業技術博物
館に動態保存されているSL

の運転や、楽しい模擬授業、体験学習、研究室見学、入試
説明会などさまざまなイベントがあります。また、学生ホ
ール（大食堂）のランチも無料で提供します。言葉では伝
えきれない日本工業大学ならではのオープンキャンパスに
是非お越しください。
●日程　7/15(土)・8/19(土)・9/9(土) いずれも11時から
●イベント　・大学概要紹介・学内施設公開・研究室ツアー

・体験学習・入試説明・保護者のための説明会
・入試資料進呈・入試相談会・学食ランチ試食会 ほか

また、ミニオープンキャンパスも実施しますので是非お越しください
（6/10（土）、10/7（土）いずれも1日2回実施、時間は10:00～ 14:00～）。

平成19年度工業科対象入試説明会

◆お問い合わせ・お申込み先
日本工業大学　教務部入試室
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4－1
TEL：0480（33）7676   70120（250）267   FAX：0480（33）7678
e-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

「出張講義」
のお知らせ

高校生の皆さんへ高校生の皆さんへ 「オープンキャンパス」
「入試説明会」のお知らせ！！

平
成
19
（
2
0
0
7
）
年
度
の
大
学

案
内
が
作
成
さ
れ
た
。
表
紙
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
は
来
年
完
成
予
定
の
「
百
年
記
念

館
」
を
採
用
。
内
容
と
し
て
は
各
学
科

の
学
生
や
O
B
の
コ
メ
ン
ト
が
豊
富
に

掲
載
さ
れ
、
新
し
く
な
っ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
説
明
等
、
主
に
受
験
生
を
対
象

と
し
た
内
容
で
全
98
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
初
め
て
女
子
受
験
生
向

け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
。
A

6
サ
イ
ズ
の
小
型
版
で
、
内
容
は

在
学
女
子
学
生
の
コ
メ
ン
ト
や
女

性
向
施
設
の
紹
介
な
ど
。
今
ま
で

以
上
に
女
子
学
生
の
入
学
が
期
待

さ
れ
る
。

入
手
希
望
者
は
入
試
室
（
0
4

8
0
―
3
3
―
7
6
7
6
）
に
問

い
合
せ
の
こ
と
。

大学案内
女子受験生向けパンフレットを発行

平成19年度

会場
番号 開催日 時間 対象県 開催場所

1 6月 2日（金） 14:00～16:00 東京都・神奈川県 東京ガーデンパレス

2 6月 5日（月） 14:00～16:00 静岡県 ホテルアソシア静岡ターミナル

3 6月 6日（火） 14:00～16:00 宮城県 仙台ガーデンパレス

4 6月 7日（水） 13:30～15:30 茨城県 ホテルシーズン

5 6月 8日（木） 14:00～16:00 群馬県 ホテルメトロポリタン高崎

7 6月 9日（金） 14:00～16:00 岩手県 ホテルメトロポリタン盛岡

6 6月12日（月） 14:00～16:00 新潟県 ホテルニューオータニ長岡

8 6月13日（火） 14:00～16:00 福島県 郡山ビューホテルアネックス

9 6月14日（水） 13:30～15:30 埼玉県 大学：情報工学科棟5階会議室

10 6月15日（木） 14:00～16:00 山形県 ホテルメトロポリタン山形

11 6月16日（金） 13:30～15:30 千葉県 ホテルグリーンタワー幕張

12 6月19日（月） 14:00～16:00 長野県・山梨県 松本東急イン

13 6月20日（火） 14:00～16:00 栃木県 ホテルフェアシティ宇都宮

14 6月22日（木） 14:00～16:00 青森県 青森グランドホテル

15 6月23日（金） 14:00～16:00 秋田県 秋田ビューホテル

左
か
ら
、
獨
協
大
、
本
学
、
文
教
大
、

埼
玉
県
立
大
の
各
学
長



「
工
房
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
報
告
と
今
後
の
活
動
予
定
」

を
テ
ー
マ
に
第
12
回
教
育
改
革

授
業
改
善
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
4

月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
教
職
員

1
1
1
名
が
参
加
、
活
発
な
討

論
が
な
さ
れ
た
。

本
学
の
取
組
「
7
つ
の
工
房

に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー

の
養
成
―
体
験
的
実
工
学
教
育

―
」
が
文
部
科
学
省
の
「
特
色

あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
特
色
G
P
）
」
に
採
択
さ
れ

た
の
が
昨
年
7
月
。
そ
の
後
、

様
々
な
活
動
を
経
て
、
こ
れ
ま

で
実
績
の
あ
っ
た
工
房
に
加
え

新
た
に
7
工
房
が
誕
生
、
こ
の

4
月
か
ら
14
工
房
が
本
格
的
に

始
動
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
各
工
房
責
任
者
が

平
成
17
年
度
の
準
備
状
況
を
含

新
年
度
か
ら
、
学
生
支
援
部

長
に
就
任
し
ま
し
た
。
学
生
支

援
部
は
、
学
生
支
援
課
と
就
職

支
援
課
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

学
生
諸
君
の
カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ
フ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
部
署
で
す
。

さ
て
、
多
く
の
学
生
諸
君
は
、

4
年
間
の
学
部
生
活
の
後
に
社

会
へ
巣
立
っ
て
行
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
4
年
間
の
過

ご
し
方
が
、
学
生
諸
君
の
将
来

を
決
定
す
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
こ

の
4
年
間
を
有
意
義
に
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、

カ
レ
ッ
ジ
ラ
イ
フ
を
有
意
義
に

過
ご
せ
る
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
の
1
つ
の
方
法
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
で
す
。

大
学
に
お
い
て
は
、
学
生
の

本
分
は
勉
学
で
す
の
で
、
勉
学

は
き
ち
っ
と
や
っ
て
ほ
し
い
の

で
す
が
、
「
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ

活
動
」
「
読
書
」
「
旅
行
」
と
い

っ
た
勉
学
以
外
の
こ
と
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

「
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
活
動
」

は
、
仲
間
と
の
い
ろ
い
ろ
な
や

り
取
り
を
通
し
て
、
努
力
す
る

こ
と
や
ル
ー
ル
遵
守
の
大
切
さ

が
身
に
付
い
た
り
、
人
脈
が
広

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
活

動
を
通
し
て
一
生
付
き
合
え
る

む
活
動
の
成
果
と
平
成
18
年
度

の
活
動
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

柳
澤
章
学
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
「
こ
れ
ま
で
の
工
房
の
実
態

と
運
営
状
況
を
示
し
、
お
互
い

に
情
報
交
換
し
て
、
こ
れ
か
ら

ど
う
運
営
し
て
ゆ
く
の
か
。
均

一
に
す
る
必
要
は
な
い
が
、
新

し
い
工
房
は
ど
こ
を
目
指
す
の

か
。
こ
れ
が
本
学
の
教
育
の
特

色
と
し
て
学
内
外
と
も
に
認
め

ら
れ
、
教
育
の
柱
と
な
る
よ
う

な
ご
検
討
を
お
願
い
し
た
い
」

と
述
べ
、
工
房
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
本
学
教
育
の
柱
と
す
る
こ

と
を
宣
言
し
た
。

各
工
房
か
ら
の
報
告
で
特
に

注
目
し
た
い
の
は
、
学
生
の
発

表
で
あ
る
。
機
械
加
工
工
房
で

は
、
製
作
中
の
ミ
ニ
旋
盤
を
具

体
的
に
示
し
、
部
品
製
作
過
程

友
人
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
こ

れ
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
例

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
3
月
に
卒

業
し
た
A
君
は
、
入
学
時
に
、

大
学
生
活
の
目
標
を
「
で
き
る

だ
け
多
く
の
友
人
を
つ
く
る
こ

と
」
と
し
、
大
学
自
治
会
組
織

の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
4
年
間
に
多
く
の
友
人
が

で
き
、
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
友
人
を
人
生
の
財
産

と
し
て
大
切
に
し
た
い
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

「
読
書
」
は
、
自
分
が
体
験
で

き
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
世
界
が

あ
る
こ
と
や
、
自
分
が
考
え
及

ば
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
旅
行
」
は
、
非
日
常
に
身
を

置
く
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
自

を
説
明
し
た
。
講
義
科
目
に
つ

い
て
も
、
も
の
づ
く
り
を
通
し

て
内
容
理
解
が
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
た
と
の
実
感
を
述
べ
た
。

　
2
×
4
木
造
建
築
工
房
で
は
、

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
計
か
ら
カ

ナ
ダ
研
修
所
で
の
製
作
過
程
ま

で
を
写
真
・
図
面
・
映
像
を
用

い
て
説
明
し
た
。
英
語
会
話
体

験
も
披
露
し
た
。
両
学
生
と
も

堂
々
と
し
た
発
表
で
あ
り
、
長

時
間
か
け
て
も
の
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
課
題
作
品
を
完
成
さ

せ
た
自
信
が
窺
え
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成

果
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
14
工
房

の
現
状
と
活
動
方
針
が
み
え
て

き
た
し
、
教
員
の
半
数
以
上
が

出
席
し
、
工
房
教
育
に
関
す
る

情
報
が
共
有
さ
れ
た
。
学
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
大

分
を
知
っ
た
り
、
未
知
の
世
界

や
人
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る

は
ず
で
す
。

こ
れ
ら
の
も
の
は
、
い
ず
れ

も
諸
君
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
、

諸
君
の
生
き
方
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

学
生
時
代
は
、
損
得
な
し
に
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
付
き
合
え
、

い
ろ
い
ろ
感
じ
る
こ
と
が
で
き

学
教
育
と
し
て
工
房
を
よ
り
特

色
あ
る
も
の
に
育
て
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
改
め

て
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、
教
員

は
工
房
を
運
営
し
な
が
ら
、
学

生
と
と
も
に
新
た
な
展
開
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
4
月
8
日
に
工
房
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
全
学

的
に
実
施
さ
れ
、
各
工
房
に
は

募
集
定
員
を
超
え
る
学
生
が
集

ま
っ
た
。
例
え
ば
、
新
入
生
を

対
象
と
し
た
、
「
も
の
づ
く
り
入

門
工
房
」
に
は
1
3
9
名
の
学

生
が
殺
到
し
た
。
も
の
づ
く
り

に
興
味
を
も
つ
積
極
的
な
学
生

の
期
待
に
、
現
状
の
工
房
は
ど

れ
だ
け
応
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。「
い
か
に
や
る
気
の
あ
る
学

生
の
参
加
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
か
」
が
工
房
教
育
の
成
功

る
時
代
で
す
。
ぜ
ひ
、
目
標
を

持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
2
年
間
は

本
学
の
学
生
が
関
係
す
る
大
き

な
交
通
事
故
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
年
度
終
り
か
ら
年
度

始
め
に
か
け
て
、
学
生
が
死
亡

す
る
交
通
事
故
が
2
件
（
3
月

28
日
と
4
月
8
日
）
起
こ
り
ま

の
鍵
で
も
あ
る
。
す
で
に
制
作

し
た
学
内
外
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
利
用
な
ど
、
学
生
に
わ
か

り
や
す
い
言
葉
で
工
房
の
魅
力

を
語
り
か
け
る
こ
と
も
必
要
で

あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
工
房
教

育
の
あ
り
方
の
議
論
を
踏
ま
え

て
、
工
房
教
育
推
進
本
部
が
早

速
取
り
組
む
宿
題
で
あ
る
。

今
回
発
表
し
た
学
生
は
、
す

で
に
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
に

手
が
届
く
段
階
に
あ
り
、
本
年

度
も
ま
た
学
位
記
授
与
式
に
は

自
信
に
満
ち
た
彼
ら
の
喜
ぶ
顔

と
再
会
で
き
そ
う
で
あ
る
。
メ

ダ
ル
を
目
指
す
学
生
が
増
え
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
「
日
本

工
業
大
学
に
行
け
ば
、
工
房
が

あ
る
」
そ
し
て
「
結
構
、
面
白

い
」
受
験
生
の
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

工
房
に
育
て
て
行
け
る
よ
う
、

旗
振
り
役
を
務
め
た
い
。

工
房
教
育
推
進
本
部
長

黒
津
高
行

し
た
。

若
く
し
て
命
を
失
う
こ
と
は
、

家
族
の
悲
し
み
を
思
う
と
、
耐

え
難
い
も
の
で
す
。
車
を
運
転

す
る
場
合
に
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
遵
守
し
、
慎
重
に
運
転
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
学
生
諸
君
の
カ
レ

ッ
ジ
ラ
イ
フ
が
有
意
義
な
も
の

に
な
る
よ
う
に
、
学
生
支
援
部

は
応
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

い
つ
で
も
学
生
支
援
部
を
訪
問

し
て
く
だ
さ
い
。

去
る
3
月
25
日
に
第
1
期
生

36
名
の
卒
業
式
が
無
事
執
り
行

わ
れ
、
技
術
経
営
修
士
（
専
門

職
）
の
学
位
記
が
学
長
よ
り
ひ

と
り
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
現
在
は

懐
か
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い

る
が
、
実
務
経
験
者
を
主
体
と

す
る
新
し
い
先
生
方
、
学
生
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
緊

張
感
を
覚
え
た
。
さ
ら
に
は
、

社
会
人
学
生
を
相
手
に
本
格
的

な
講
義
を
す
る
と
い
う
こ
と
自

体
始
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
他

の
先
生
方
も
多
分
同
じ
想
い
を

さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
講

義
録
を
作
る
事
と
、
ど
の
よ
う

な
授
業
を
心
掛
け
れ
ば
良
い
か

な
ど
に
つ
い
て
も
、
や
り
が
い

を
感
ず
る
も
の
の
、
常
に
緊
張

し
た
想
い
を
抱
い
た
1
年
間
で

あ
っ
た
。
2
年
目
は
学
生
の
気

質
（
一
言
で
言
え
ば
投
資
額
に

見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
常
に
厳

し
い
目
で
見
て
い
る
）
も
だ
い

ぶ
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
少
し

は
精
神
的
に
も
余
裕
の
持
て
る

時
間
を
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
る
。

さ
て
、
第
2
期
生
と
し
て
迎

え
た
学
生
達
の
全
体
像
を
紹
介

し
て
お
こ
う
。
ま
ず
は
昨
年
と

同
様
、
ほ
ぼ
全
員
が
実
務
の
十

分
な
経
験
者
で
あ
る
。
年
齢
的

に
は
、
昨
年
よ
り
少
し
若
返
っ

て
、
平
均
年
齢
が
37
歳
で
あ
る
。

た
だ
し
、
最
高
齢
は
昨
年
が
65

歳
（
会
社
役
員
）
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
、
今
年
は
71
歳
（
会

社
社
長
）
で
あ
る
。
学
ぶ
こ
と

に
年
齢
制
限
が
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
事
で
あ
る
が
、

本
当
に
そ
の
向
学
心
に
は
頭
が

下
が
る
。
女
性
は
昨
年
7
名
に

対
し
て
今
年
は
4
名
で
あ
る
。

コ
ー
ス
別
に
み
る
と
、
ほ
ぼ
昨

年
と
同
様
で
中
小
企
業
技
術
経

営
コ
ー
ス
21
名
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
11
名
、

技
術
起
業
戦
略
コ
ー
ス
4
名
で

あ
る
。
更
に
多
分
他
大
学
院
に

は
無
い
特
長
と
し
て
、
い
わ
ゆ

る
企
業
派
遣
者
が
14
名
と
極
め

て
多
い
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
は
、
古
い
M
O
T
の
歴
史
が

あ
る
米
国
の
平
均
割
合
と
全
く

同
じ
で
あ
り
、
企
業
か
ら
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
事
を
意
味

し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

第
2
期
生
の
話
題
と
し
て
、

今
年
は
長
距
離
通
学
の
記
録
が

出
て
い
る
。
な
ん
と
三
河
安
城

か
ら
新
幹
線
通
学
の
学
生
が
い

る
。
彼
は
小
生
の
授
業
（
マ
イ

ク
ロ
・
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企

業
化
戦
略
、
20
時
終
了
）
を
履

修
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
ご
ろ

帰
宅
で
き
る
の
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、
や
は
り
24
時
頃
に
な
っ
て

し
ま
う
と
の
事
。
少
し
近
く
な

る
が
宇
都
宮
か
ら
の
新
幹
線
通

学
者
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
生

は
極
め
て
多
忙
で
あ
る
事
も
あ

り
、
2
年
か
け
て
修
了
す
る
事

も
考
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
確
立
し
た
大
型
資
格
の

工
学
博
士
、
公
認
会
計
士
を
そ

れ
ぞ
れ
も
っ
た
学
生
も
入
学
し

て
い
る
。
本
大
学
院
に
と
っ
て

光
栄
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。現

在
お
試
し
期
間
の
2
回
分

の
授
業
を
経
て
、
本
格
的
に
授

業
が
進
行
中
で
あ
る
。
ど
う
か
、

第
2
期
生
も
第
1
期
生
同
様
、

そ
れ
ぞ
れ
の
期
す
る
と
こ
ろ
に

従
っ
て
1
年
間
を
効
率
的
に
過

ご
し
、
是
非
と
も
意
義
あ
る
成

果
を
挙
げ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科

研
究
科
長
　
村
川
正
夫

（2） 平成18年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第141号

平
成
18
年
度
入
学
式

学
生
支
援
部
長
就
任
挨
拶

目
標
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

機
械
工
学
科
教
授

梅
崎
栄
作

「第2期生始動！」
平均年齢37歳の実務経験者36名

専 門 職 大 学 院 だ よ り

建築設計競技の作品募集

「家の中の自然現象の中の家」

今年度の日本工業大学建築設計競技の募集要項が決
まった。20回目となる今年度の課題は、「家の中の自
然現象の中の家」。家の中にはいろいろな自然現象があ
る。例えばすきま風が抜けるなど、住む人にとって悪
さをする場合もある。
しかし、すきま風もうまく使えば、新鮮な空気でい
つも家の中を満たすことができる。つまり自然現象に
善し悪しはなく、その使い方がうまく考えられている
かどうかが大事なのではないか。建物がなければ生ま
れないこうした自然現象をみつけ、その性質をうまく
生かした家を提案して欲しい。
応募資格は高等学校の建築科、またはこれに準ずる
学科に在籍する生徒。応募は個人でも団体でも可。締
切は8月31日、入賞発表は9月末日。また、入賞作品は
本学大学祭期間中（11月3日～5日）に展示され、最終
日に授賞式が行われる。
審査委員は、建築家の塚本由晴氏（アトリエ・ワン
主宰・東京工業大学大学院助教授）、本学建築学科成田
健一教授、同武田光史教授の3氏。
本件についての問合せは教務部入試室（電話0480-

33-7676）まで。
HP=http://www.nit.ac.jp/compe/
E-mail=kenchiku-compe@nit.ac.jp

●平成18年度　留学生在籍者（学部）（秋入学も含む）

●平成18年度　女子学生在籍者（学部）（秋入学も含む） ●留学生の出身国
出身国 計

中華人民共和国 119 

大韓民国 7 

中華民国 7 

バングラディシュ 4 

ネパール 2 

ラオス 2 

サウジアラビア 1 

スリランカ 1 

タイ王国 1 

タンザニア 1 

ベトナム 1 

ミャンマー 1 

計 147 

平
成
18
年
度
本
学
学
部
入
学
者
の
都
道
府
県
別
入
学
者
数
を
入
試
室
が
ま
と
め

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
総
入
学
者
は
1，

1
5
0
名
で
、
う
ち
女
子
学
生
は
32
名
、

留
学
生
は
21
名
で
あ
る
。
都
道
府
県
別
入
学
者
数
は
東
京
を
抜
い
て
、
3
年
ぶ

り
に
埼
玉
が
ト
ッ
プ
で
3
2
0
名
。
次
い
で
東
京
2
5
7
名
、
栃
木
98
名
、
茨

木
97
名
、
群
馬
63
名
が
ベ
ス
ト
5
。
こ
の
5
都
県
で
合
計
8
3
5
名
と
な
り
、

全
入
学
者
の
73
％
を
占
め
る
。

新入学生の出身地マップまとまる

学年 機械 電気電子 建築 システム 情報 計

1年 1 3 21 5 6 36

2年 3 2 27 7 11 50

3年 25 1 5 31

4年 2 5 29 8 5 49

計 6 10 102 21 27 166

北　海　道 

2

青　　森 

 32（1） 

山　形 

20

宮　城 

 9（1） 

秋　田 

20

岩　手 

10

石　川 

1

新　潟 

   28（1） 

福　島 

39

千　葉 

51 

（3） 

茨　城 

97 

（4） 

静　岡 

 19

山　梨 

3（1） 

東　　京 

   257（4） 

愛　知 

2

長　野 

32

埼　　玉 

320（4） 

群　馬 

   63（2） 

栃　木 

   98（4） 

奈　良 

0

和歌山 

1

三　重 

1

岐　阜 

1
滋　賀 

1

福　井 

0

富　山 

8

山　口 

0

広　島 

0

岡　山 

1（1） 

大　阪 

1

島　根 

0

鳥　取 

0

兵　庫 

1

京　都 

2

徳　島 

0
高　知 

1

愛　媛 

1

香　川 

1

沖　縄 

0

鹿 児 島 

0

宮　崎 

1（1） 

熊　本 

0

大　分 

0

長　崎 

0

佐　賀 

0

福　岡 

1（1） 

神奈川 

4

外国人他 合　計 

21（5） 1,150（32） 入学者総数（女子の数） 

〈凡　例〉 

都道府県別入学者（ ）内は女子の数

学年 機械 電気電子 建築 システム 情報 計

1年 1 9 1 11 6 28

2年 11 2 5 14 9 41

3年 3 2 4 9 10 28

4年 8 7 7 15 13 50

計 23 20 17 49 38 147

工
房
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
学
教
育
の
柱

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
工
房
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
報
告
と
今
後
の
活
動
予
定
」
報
告



本
学
園
は
、
一
年
後
の
平
成

19
年
に
創
立
百
周
年
（
大
学
創

立
40
周
年
）
を
迎
え
ま
す
。

本
学
園
に
と
っ
て
の
大
き
な

節
目
で
あ
る
百
周
年
記
念
事
業

は
、
さ
ら
な
る
工
業
教
育
の
理

想
を
求
め
、
新
た
な
世
紀
に
向

け
て
の
大
い
な
る
飛
躍
の
機
会

と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。
本

学
で
は
こ
の
記
念
と
し
て
、
図

書
館
・
情
報
複
合
施
設
で
あ
る

「
百
年
記
念
館
」
を
建
設
致
し
ま

す
。
本
事
業
は
、
教
育
研
究
環

境
の
一
層
の
充
実
を
図
る
べ
く
、

募
金
対
象
事
業
と
し
て
計
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
何
卒
こ
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
是

非
と
も
皆
様
の
絶
大
な
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

「
歴
史
的
価
値
の
あ
る
工
作
機
械
を
顕
彰
す

る
会
」
（
会
長
・
守
友
貞
雄
理
事
、
事
務
局
・

当
博
物
館
）
の
第
8
回
顕
彰
機
種
が
4
月
中

旬
発
表
さ
れ
た
。
数
多
く
の
応
募
機
種
を
推

薦
委
員
会
及
び
審
査
委
員
会
で
厳
正
に
審
議

し
て
決
定
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
昭
和
30

年
代
に
開
発
さ
れ
我
が
国
の
経
済
成
長
を
長

年
支
え
て
き
た
、
工
作
機
械
の
歴
史
に
残
る

名
機
で
あ
る
。

6
月
1
日
学
友
会
館
で
行
わ
れ
る
表
彰
式

で
は
会
長
か
ら
そ
れ
ら
の
機
種
を
設
計
・
製

作
し
た
企
業
に
顕
彰
楯
が
贈
呈
さ
れ
、
そ
の

後
当
博
物
館
の
後
援
会
会
員
を
交
え
た
祝
賀

会
が
開
か
れ
る
。

【
顕
彰
機
種
の
概
要
】

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
賞

【
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
・
No.
1

タ
レ
ッ
ト
型
竪
フ
ラ
イ
ス
盤
K

―
55
型
】（
製
造
開
始
・
昭
和
33

年
）
わ
が
国
で
も
金
型
産
業
が

発
展
す
る
と
予
測
し
、
金
型
加

工
向
け
に
独
自
設
計
を
行
っ
て

誕
生
さ
せ
た
機
種
で
あ
る
。
送

り
ね
じ
に
ボ
ー
ル
ね
じ
を
採
用

し
、
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
の
少
な

い
送
り
機
構
を
持
ち
、
高
速
主

軸
を
装
備
す
る
な
ど
、
新
し
い

試
み
を
行
い
、
ま
た
汎
用
機
で

は
初
め
て
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た
モ

ジ
ュ
ラ
ー
構
造
に
し
た
。
超
硬

工
具
も
使
用
可
能
で
あ
り
、
高

速
・
高
剛
性
・
高
精
度
で
操
作

性
も
良
く
、
顧
客
に
喜
ば
れ
た
。

そ
の
後
N
C
化
さ
れ
、
ま
た
位

置
決
め
セ
ン
サ
を
取
り
付
け
て

ジ
グ
中
ぐ
り
盤
と
し
て
も
利
用

さ
れ
、
現
在
も
製
造
販
売
さ
れ

て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
合
計
約
2

万
2
千
台
の
販
売
実
績
を
あ
げ

て
い
る
。

【
エ
グ
ロ
・
精
密
高
速
小
形
旋
盤

G
L
―
1
2
0
形
】
（
製
造
開

始
・
昭
和
35
年
）
35
mm
一
眼
レ

フ
カ
メ
ラ
が
主
流
に
な
っ
て
、

部
品
の
一
層
の
高
精
度
・
高
機

能
化
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
高

精
度
ね
じ
の
加
工
を
は
じ
め
、

外
観
部
品
の
鏡
面
加
工
、
虹
面

加
工
な
ど
特
殊
な
高
精
度
加
工

を
安
定
し
て
行
う
機
種
と
し
て

開
発
さ
れ
た
。
完
全
熱
処
理
し

た
高
炭
素
ク
ロ
ム
鋼
を
主
軸
に

用
い
、
主
軸
受
に
は
転
が
り
軸

2
0
0
5
年
度
日
本
建
築
学

会
関
東
支
部
研
究
発
表
会
に
お

い
て
（
2
0
0
6
年
3
月
9
日

〜
11
日
）
、
本
学
大
学
院
建
築
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
2
0
0
5

年
度
修
了
（
黒
津
研
究
室
）

島

尾
香
栄
君
、
同
博
士
後
期
課
程

3
年
（
波
多
野
研
究
室
）

赤
澤

真
理
君
が
、
「
若
手
優
秀
研
究
報

告
賞
」
を
受
賞
し
た
。
こ
の
賞

は
、
「
30
才
以
下
で
優
秀
な
研
究

報
告
な
ら
び
に
発
表
に
お
い
て

優
れ
た
方
」
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
全
報
告
2
9
7
題
（
9
部

門
）
の
う
ち
15
人
の
表
彰
が
あ

り
、
本
学
か
ら
島
尾
君
・
赤
澤

君
2
名
が
選
出
さ
れ
た
。

受
で
な
く
、
特
殊
合
金
を
用
い

た
特
殊
形
式
の
す
べ
り
軸
受
を

採
用
し
て
い
る
。
単
結
晶
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
工
具
に
よ
る
超
精
密

切
削
加
工
を
実
現
し
た
こ
の
機

械
は
、
使
い
や
す
く
良
く
削
れ

る
旋
盤
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
。

島
尾
香
栄
さ
ん
と
赤
澤
真
理
さ
ん
が

日
本
建
築
学
会

「
若
手
優
秀
研
究
報
告
賞
」

を
受
賞

島
尾
香
栄
君
の
報
告
「
上
州

に
お
け
る
天
台
宗
寺
院
の
伽
藍

構
成
に
つ
い
て
―
天
保
期
の
華

蔵
寺
の
検
討
を
中
心
に
―
」
は
、

近
世
上
州
に
お
け
る
天
台
宗
寺

院
の
形
成
過
程
の
一
端
を
読
み

解
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
州
は
天
台
宗
の
古
刹
が
比
較

的
多
く
展
開
し
た
地
域
で
あ
り
、

江
戸
後
期
に
は
そ
れ
ら
の
寺
院

の
多
く
が
修
理
・
再
建
時
期
を

迎
え
た
が
、
そ
の
実
態
は
明
ら

か
で
な
い
。
報
告
で
は
、
3
5

6
枚
の
図
版
を
収
録
す
る
『
大

日
本
名
蹟
圖
誌

上
野
国
之
部
』

の
描
写
内
容
の
分
析
お
よ
び
天

保
再
建
前
後
の
華
蔵
寺
の
復
原

検
討
を
通
し
て
、
江
戸
後
期
の

上
州
の
天
台
宗
寺
院
の
伽
藍
構

成
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
報
告

は
、
現
地
調
査
に
よ
る
史
料
発

掘
と
遺
構
の
詳
細
な
実
測
に
基

づ
く
現
状
把
握
を
行
っ
た
上
で

伽
藍
変
遷
を
検
討
し
、
天
台
宗

寺
院
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た

現
在
も
製
造
販
売
さ
れ
て
お
り
、

生
産
実
績
は
約
4
千
台
に
達
し

て
い
る
。

本
顕
彰
は
知
名
度
・
評
価
が

高
ま
り
、
当
博
物
館
に
展
示
中

の
顕
彰
13
機
種
は
来
館
者
の
注

目
を
集
め
て
い
る
。

も
の
で
あ
り
、
地
域
の
寺
院
建

築
に
注
目
し
た
建
築
史
研
究
と

し
て
貴
重
な
報
告
で
あ
る
。

赤
澤
真
理
君
の
報
告
「
江
戸

後
期
の
源
氏
物
語
絵
に
み
る
寝

殿
造
の
規
範
と
考
証
―
住
吉
廣

行
筆
『
源
氏
物
語
絵
巻
須
磨
巻
』

を
中
心
に
―
」
は
、
赤
澤
君
が

進
め
る
描
き
継
が
れ
た
源
氏
物

語
絵
等
を
通
し
て
、
上
流
階
級

の
古
代
寝
殿
造
理
解
と
そ
の
変

容
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
研
究

の
一
環
で
あ
る
。
江
戸
後
期
の

源
氏
物
語
絵
に
描
か
れ
た
住
宅

に
は
、
史
料
に
基
づ
い
た
復
原

的
考
証
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
報
告
で
は
、
江
戸
後
期

の
絵
師
の
古
画
学
習
と
そ
の
社

会
的
役
割
を
分
析
し
、
具
体
的

に
住
吉
廣
行
筆
『
源
氏
物
語
絵

巻
須
磨
巻
』
に
着
目
し
、
鎌
倉

後
期
の
絵
画
史
料
が
参
考
と
さ

れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

近
年
の
建
築
史
で
は
古
代
寝
殿

造
の
再
考
や
定
義
づ
け
が
進
め

ら
れ
る
が
、
本
報
告
は
、
絵
巻

物
等
の
視
覚
的
史
料
が
、
江
戸

後
期
に
お
け
る
寝
殿
造
観
形
成

の
典
拠
と
な
っ
た
実
態
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本

住
宅
史
研
究
の
萌
芽
段
階
を
解

明
す
る
上
で
も
重
要
な
報
告
で

あ
る
。

機
械
工
学
科
の
古
閑
伸
裕
教

授
が
、
本
年
5
月
に
開
催
さ
れ

た
（
社
）
日
本
塑
性
加
工
学
会

総
会
に
お
い
て
、
「
教
育
用
塑
性

加
工
3
D
動
画
の
製
作
」
で

「
教
育
賞
」
を
受
賞
し
た
。

こ
の
賞
は
、
若
手
技
術
者
の

教
育
・
養
成
現
場
に
お
い
て
、

塑
性
加
工
技
術
を
含
め
生
産
技

術
・
も
の
づ
く
り
に
関
連
し
た

分
野
で
、
人
材
育
成
な
ど
教
育

に
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る
。

今
回
の
受
賞
は
、
古
閑
教
授

が
企
画
・
監
修
し
、
同
研
究
室

の
卒
業
生
ら
が
3
年
の
歳
月
を

費
や
し
て
製
作
し
た
3
D
動
画

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
3
D
動
画
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
製
造
分
野
で
用
い
ら
れ

て
い
る
加
工
技
術
の
原
理
や
特

徴
を
、
断
面
画
像
や
透
視
画
像

な
ど
を
駆
使
し
、
機
械
工
学
を

学
ぶ
学
生
に
分
か
り
易
く
表
現

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
従

来
教
科
書
な
ど
で
2
次
元
的
に

描
か
れ
て
い
た
静
止
画
や
ビ
デ

オ
画
像
な
ど
か
ら
は
、
理
解
が

難
し
か
っ
た
各
種
塑
性
加
工
に

お
け
る
工
具
の
動
き
や
材
料
変

形
の
様
子
が
直
感
的
に
理
解
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

収
録
さ
れ
て
い
る
加
工
技
術

は
、
圧
延
加
工
や
押
出
し
加
工

な
ど
素
材
製
造
の
た
め
の
塑
性

加
工
と
、
せ
ん
断
加
工
、
曲
げ

加
工
、
深
絞
り
加
工
、
鍛
造
加

工
な
ど
部
品
や
製
品
を
成
形
す

る
た
め
の
プ
レ
ス
加
工
な
ど
。

こ
の
「
教
育
用
塑
性
加
工
3

D
動
画
」
を
収
め
た
C
D
は
、

す
で
に
日
本
塑
性
加
工
学
会
か

ら
教
材
と
し
て
販
売
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
大
学
や
高
等
専
門

学
校
の
授
業
で
、
ま
た
企
業
に

お
け
る
新
入
社
員
教
育
な
ど
で

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

（3） 平成18年6月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第141号

百
周
年
募
金
へ

ご
協
力
の
お
願
い

昭和30年代に開発され
経済成長を支えた

2機種
を顕彰歴史的工作機械の顕彰

（株）牧野フライス製作所
No.1タレット型堅フライス盤
K-55型
（写真はKB-55型）

■
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
賞

（株）エグロ
精密高速小形旋盤　GL-120形

第８回

工
業
技
術
博
物
館
　

館
長
・
教
授

松
野
　
建
一
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k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k
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赤澤真理さん 島尾香栄さん

機械工学科主任
古閑伸裕教授

環境マネジメント活動の推進

ISO14001:2004規格への移行を完了した本
学・環境マネジメントシステム（EMS）のさら
なる継続的改善のもと、全学一体となった環境
活動を展開していく。以下では重要なコミュニ
ケーションツールである、NITエコロジープレ
スおよびEMSのPDCAにおけるcheck（点検）の
核である内部環境監査を紹介する。

●「NITエコロジープレスNo.6」を電子刊
行物として発刊
より広く、より多

くの人へ情報を伝え
るため、本号より発
信方法を紙媒体から
電子媒体による発信
とした。本学のウェ
ブページにアクセス
すれば、誰でもどこ
でも受信することが
できる。
特に本号では、本

学の環境マネジメン
トシステム（EMS）の概要、PDCAサイクルの
もと継続的改善による環境活動の展開等を紹介
しており、環境・リサイクル教育に資する内容
となっている。
■エコロジープレスの紹介ページ
http://www.nit.ac.jp/eco/ecopress.html

●内部環境監査の実施
平成18年5月1日～31日にかけて内部環境監査
員の資格をもった監査員（外部機関による養成
セミナー受講修了を資格条件）36名によりチー
ムを編成し、第三者的立場で規格に沿った監査
チェックシートに基づいて20部署に対してEMS
点検を行った。今後もさらに充実した監査を目
指し、継続的改善とよりよい環境活動の活性化
を図っていく。

（環境推進事務局）

私
が
大
学
を
卒

業
し
て
か
ら
早
い

も
の
で
4
年
が
経

ち
ま
し
た
。
大
学

時
代
は
、
森
宮
脩

先
生
の
研
究
室
に

所
属
し
、
指
導
を

受
け
ま
し
た
。
課
外
活
動
で

は
陸
上
競
技
部
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部
で

は
長
距
離
走
を
行
っ
て
お
り
、

苦
し
い
練
習
を
共
に
す
る
中

で
、
協
調
性
・
忍
耐
力
を
鍛

え
る
事
や
素
晴
ら
し
い
仲
間

と
出
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
競
技
部
の
友
人

の
紹
介
で
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

の
免
許
を
取
得
し
、
倉
庫
で

荷
物
運
搬
の
ア
ル
バ
イ
ト
も

し
ま
し
た
。
真
夏
の
倉
庫
内

は
非
常
に
暑
く
、
肉
体
的
に

も
過
酷
な
労
働
条
件
で
し
た

が
、
責
任
を
任
さ
れ
た
仕
事

を
達
成
し
た
時
の
達
成
感
や

充
実
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
有
意
義
な
経
験

で
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
で
は
、
様
々
な
人
と

出
会
い
ま
し
た
。
中
で
も
車

椅
子
で
生
活
し
て
い
る
同
じ

年
の
友
人
と
そ
の
ご
家
族
に

出
会
い
、
前
向
き
で
、
優
し

く
、
正
義
感
が
あ
る
そ
の
姿

に
刺
激
さ
れ
、
物
事
を
見
る

視
野
が
一
気
に
広
が
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
風
が

吹
き
抜
け
る
よ
う
に
過
ぎ
て

い
っ
た
大
学
の
4
年
間
は
、

素
晴
ら
し
い
仲
間
と
出
会
い
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。
大
学
卒
業

後
は
、
車
椅
子
の
友
人
と
出

掛
け
る
際
に
、
階
段
で
の
移

動
が
と
て
も
困
難
で
、
昇
降

機
の
普
及
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
た
事
や
学
生

時
代
よ
り
興
味
の
あ
っ
た
電

動
機
制
御
の
開
発
を
行
い
た

い
と
い
う
思
い
が
一
致
し

「
東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
（
株
）
」

に
入
社
し
ま
し
た
。
入
社
後

は
、
す
ぐ
開
発
業
務
を
や
ら

せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
駅

舎
用
エ
レ
ベ
ー
タ
の
開
発
に

従
事
し
ま
し
た
。
入
社
当
時

は
、
解
ら
な
い
事
や
開
発
中

の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
想
像

以
上
に
厳
し
い
世
界
で
し
た
。

一
時
は
逃
げ
た
い
気
持
に
も

な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か

開
発
を
終
了
さ
せ
、
社
長
よ

り
業
績
表
彰
も
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
て
自
分

が
担
当
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
が

世
の
中
に
出
た
時
は
、
と
て

も
感
動
し
て
同
じ
エ
レ
ベ
ー

タ
で
何
往
復
も
し
た
事
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
、

量
産
機
種
で
あ
る
マ
シ
ン
ル

ー
ム
レ
ス
エ
レ
ベ
ー
タ
に
適

用
す
る
薄
型
イ
ン
バ
ー
タ
装

置
の
開
発
に
従
事
し
て
現
在

に
至
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

目
標
に
向
か
っ
て
全
力
疾
走

す
る
気
持
ち
と
謙
虚
な
気
持

ち
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た

経
験
は
、
自
分
が
ピ
ン
チ
に

な
っ
た
時
に
自
分
を
救
っ
て

く
れ
ま
す
。
一
時
の
喜
び
や

楽
し
み
の
た
め
で
無
く
、
将

来
の
自
分
の
た
め
に
目
標
を

設
定
し
、
目
標
に
向
か
っ
て

一
直
線
に
進
ん
で
下
さ
い
。

そ
し
て
、
色
々
な
こ
と
に
積

極
的
に
挑
戦
し
て
自
分
自
身

を
磨
き
充
実
し
た
学
生
生
活

を
送
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、

就
職
活
動
は
大
変
厳
し
い
で

す
が
、
日
工
大
生
の
大
半

は
、
学
卒
の
場
合
で
も
高
校

時
代
か
ら
合
わ
せ
る
と
計
7

年
間
も
専
門
科
目
を
学
ん
で

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
他

大
学
の
学
生
と
比
べ
た
時
に

そ
れ
が
非
常
に
強
い
武
器
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

会
社
を
選
ぶ
時
は
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
よ
く
考
え
、

自
分
の
夢
と
会
社
の
仕
事
が

同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
い
て
い

る
仕
事
が
理
想
だ
と
思
い
ま

す
。
日
工
大
の
特
色
を
最
大

限
に
生
か
し
て
自
信
を
持
っ

て
就
職
活
動
に
望
ん
で
下
さ

い
。

近事片々

●　先輩だより　●

野島　秀一
（新潟県立高田工業高等学校出身）
電気電子工学科（2002年卒業）
東芝エレベータ株式会社　

研究開発センター　電気開発担当

全力疾走

日
本
塑
性
加
工
学
会
よ
り

古
閑
教
授
が
「
教
育
賞
」
受
賞



3
月
10
日
か
ら
14
日
、
柳
澤

章
学
長
、
国
際
交
流
担
当
・
渡

辺
康
夫
教
授
お
よ
び
古
閑
伸
裕

教
授
は
タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク
市

に
あ
る
協
定
校
の
キ
ン
グ
モ
ン

ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ
校

（
K
M
U
T
T
）
を
訪
問
し
た
。

同
学
は
、
タ
イ
王
国
の
主
要
大

学
で
、
05
年
、
工
学
部
の
一
人

当
り
論
文
件
数
は
同
国
第
1
位

で
、
本
学
と
の
研
究
交
流
も
活

発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

12
日
は
ス
ア
ン
パ
カ
ド
宮
殿

に
お
い
て
ク
リ
サ
ナ
ポ
ン
学
長

と
会
談
。
同
学
長
か
ら
、
本
学

で
学
ん
だ
教
員
が
K
M
U
T
T

発
展
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る

と
謝
意
が
表
さ
れ
た
。
13
日
は

同
学
を
訪
れ
、
工
具
・
材
料
学

科
お
よ
び
電
気
電
子
工
学
科
を

見
学
。
総
括
会
議
で
は
教
員
同

士
の
交
流
を
強
化
す
る
こ
と
並

び
に
学
生
交
流
の
推
進
が
同
意

さ
れ
た
。

学
長
一
行
、

タ
イ
国
K
M
U
T
T
を
訪
問

な
お
、
タ
イ
O
B
会
か
ら
招

待
さ
れ
た
大
川
陽
康
理
事
長
夫

妻
が
出
席
し
た
O
B
会
に
学
長

一
行
も
出
席
し
た
。
30
名
の
O

B
は
実
業
家
、
会
社
幹
部
、
教

員
な
ど
多
士
済
々
。
家
族
連
れ

も
い
て
和
や
か
に
旧
交
を
暖
め
、

国
際
交
流
の
広
が
り
を
強
く
感

じ
さ
せ
た
。

4
月
6
日
、
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ．

カ
レ
ッ

ジ
（
L
C
C
）
副
学
長
ピ
ー
タ

ー
・
レ
ク
レ
ア
氏
と
、
カ
ナ
ダ

研
修
所
所
長
フ
ィ
ル
・
キ
ャ
ン

氏
が
本
学
を
表
敬
訪
問
し
た
。

今
年
も
新
入
生
を
対
象
に
し

た
学
生
自
治
会
の
歓
迎
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
た
。

4
月
15
日
（
土
）
午
後
3
時

30
分
か
ら
、
大
学
祭
実
行
委
員

会
主
催
の
春
の
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン

サ
ー
ト
が
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

ゲ
ス
ト
は
ロ
ッ
カ
フ
ラ
グ
ー
ス

と
鶴
の
2
組
。
ロ
ッ
カ
フ
ラ
グ

ー
ス
の
独
特
な
言
葉
遣
い
と
ポ

ッ
プ
な
メ
ロ
デ
ィ
は
印
象
的
だ

っ
た
。
も
う
1
組
の
鶴
は
、
昨

年
の
春
の
ぽ
か
ぽ
か
コ
ン
サ
ー

ト
に
続
い
て
2
度
目
の
出
演
と

な
っ
た
。
鶴
の
3
人
の
パ
ワ
ー

が
観
客
に
も
伝
わ
り
、
大
い
に

同
校
は
、
付
属
東
京
工
業
高

校
卒
業
生
の
カ
ナ
ダ
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
受
入
先
で
あ
り
、
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
生
の
本
学
へ

の
編
入
学
等
で
連
携
し
て
い
る
。

4
月
24
日
か
ら
5
月
1
日
に

か
け
て
、
梅
崎
栄
作
学
生
支
援

部
長
は
、
原
口
純
法
人
事
務
局

次
長
お
よ
び
中
根
和
広
東
京
工

業
高
等
学
校
生
徒
主
任
と
共
に

カ
ナ
ダ
・
ア
ル
バ
ー
ト
州
ク
ロ

ー
ズ
ネ
ス
ト
パ
ス
に
あ
る
本
学

園
の
カ
ナ
ダ
研
修
所
お
よ
び
レ

ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
L
C
C
を

訪
問
し
た
。

研
修
所
で
は
、
フ
ィ
ル
・
キ

ヤ
ン
所
長
は
じ
め
と
す
る
ス
タ

ッ
フ
と
面
談
し
、
4
月
26
日
に

実
施
さ
れ
た
研
修
所
第
10
期
生

修
了
式
に
列
席
し
た
。

L
C
C
で
は
、
同
大
学
首
脳

陣
と
面
談
す
る
と
共
に
、
4
月

28
日
に
実
施
さ
れ
た
研
修
所
第

9
期
修
了
生
が
関
係
す
る
学
位

記
授
与
式
に
列
席
し
た
。

5
月
10
日
（
水
）
情
報
棟
5

階
会
議
室
に
お
い
て
、
学
業
奨

励
奨
学
金
給
付
奨
学
生
と
学
長

の
昼
食
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出

席
者
は
柳
澤
学
長
、
梅
崎
学
生

支
援
部
長
、
波
多
野
教
育
研
究

推
進
室
長
と
各
学
科
の
奨
学
生

44
名
。
冒
頭
の
学
長
挨
拶
で
は
、

来
年
以
降
も
奨
学
金
を
獲
得
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
、

と
激
励
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

学
長
と

学
業
奨
励
奨
学
金

給
付
奨
学
生
と
の昼食

会

図書館ではウェブページをリ
ニューアルしました。今後はコ
ンテンツを充実させ、様々な情
報サービス要求に応えていくよ
う努めます。
URL:http://nit-lib.cc-town.net/

会
場
を
沸
か
せ
て
く
れ
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
抽
選
会

も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
学
生
た
ち

の
顔
に
は
満
足
そ
う
な
笑
み
が

こ
ぼ
れ
て
い
た
。

5
月
10
日
（
水
）
午
後
6
時

30
分
か
ら
、
中
央
執
行
委
員
会

主
催
の
新
入
生
歓
迎
講
演
会
が

学
友
会
館
で
行
わ
れ
た
。
今
回

の
出
演
者
は
、
吉
本
興
業
か
ら

ハ
リ
ガ
ネ
ロ
ッ
ク
、
ダ
イ
ノ
ジ
、

Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
　
Ｇ
Ｉ
Ｒ
Ｌ

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
の
三
組
。
昨
今
の
お

笑
い
タ
レ
ン
ト
は
、
若
者
に
限

ら
ず
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
絶
大

な
る
支
持
を
得
て
い
る
。
あ
い

に
く
の
雨
だ
っ
た
が
、
午
後
5

時
の
時
点
で
会
場
で
あ
る
学
友

会
館
の
前
に
は
傘
を
さ
し
た
学

生
の
長
蛇
の
列
が
で
き
た
。
3

0
0
人
余
を
収
容
す
る
ホ
ー
ル

は
満
席
と
な
り
、
会
場
は
学
生

の
熱
気
と
笑
い
で
大
盛
況
。
最

高
の
新
入
生
歓
迎
に
な
っ
た
。

体
育
祭
実
行
委
員
会
主
催
の

体
育
祭
は
、
今
年
で
第
39
回
を

数
え
る
。
新
入
生
全
員
に
体
育

祭
を
通
し
て
熱
い
鼓
動
を
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
主
催
者

側
の
思
い
か
ら
、
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
　
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｔ
」
に
決
定
。
当
初
は
5
月
19

日
（
金
）
開
催
を
予
定
し
て
い

た
が
、
雨
の
た
め
21
日
（
日
）

に
順
延
さ
れ
た
。
当
日
は
快
晴

だ
っ
た
が
、
前
日
の
集
中
豪
雨

の
影
響
で
グ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
残
念
な
が

ら
本
年
度
の
体
育
祭
は
中
止
と

な
っ
た
。
来
年
度
は
今
年
の
パ

ワ
ー
も
つ
ぎ
込
ん
で
充
実
し
た

も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

昨
年
は
、
約
1
0
0
名
の
O

B
教
員
・
教
職
員
の
参
加
の
も

と
に
、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
出
席
者
と
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
多
様
な
教
育
改
革

「
日
本
工
業
大
学
卒
業
現
職
教
員
の
集
い
」の
開
催
予
告

が
進
ん
で
い
ま
す
。
卒
業
生
の

現
職
教
員
諸
氏
の
研
修
の
一
助

に
な
れ
ば
と
考
え
、
第
2
回
の

「
集
い
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

全
国
の
同
窓
の
教
員
が
集
ま

り
、
各
地
区
・
学
校
の
教
育
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
図
れ

れ
ば
幸
い
と
思
い
、
同
時
に
懇

親
会
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は

次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
18
年
12
月
3
日

（
日
）
14
時
〜
18
時

場
所
　
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
）

【
任
用
】（
4
月
1
日
付
）

◆
町
田
輝
史
教
授
（
企
画
室
）
昭

和
15
年
5
月
7
日
生
ま
れ
。
昭
和

38
年
室
蘭
工
業
大
学
工
学
部
金
属

工
学
科
卒
業
。
工
学
博
士
（
東
京

大
学
）。
前
玉
川
大
学
工
学
部
教
授
。

◆
松
井
立
夫
教
授
（
教
職
教
育
セ

ン
タ
ー
）
昭
和
20
年
4
月
6
日
生

ま
れ
。
昭
和
47
年
日
本
大
学
大
学

院
理
工
学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻

修
士
課
程
修
了
。
工
学
修
士
。
前

千
葉
県
立
茂
原
工
業
高
等
学
校
校

長
。

◆
三
浦
宏
一
教
授
（
技
術
経
営
研

究
科
）
昭
和
16
年
7
月
14
日
生
ま

れ
。
昭
和
46
年
早
稲
田
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
修
了
。
法
学
修
士
。

現
東
洋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
客
員
教
授
。

【
昇
任
】

◆
原
渡
施
設
営
繕
課
員→

総
務
部

施
設
営
繕
課
主
任
に
昇
任

【
任
命
】

（
4
月
1
日
付
）

◆
学
生
支
援
部
長
　
梅
崎
栄
作
教

授
（
新
任
）

◆
実
験
教
育
系
総
括
セ
ン
タ
ー
長

兼
担
　
梅
崎
栄
作
教
授
（
新
任
）

◆
留
学
生
別
科
主
任
　
鈴
木
康
之

教
授
（
新
任
）

◆
フ
ァ
イ
ン
ブ
ラ
ン
キ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
長
兼
担
　
村
川
正
夫
教
授

（
再
任
）

◆
先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

長
兼
担
　
三
好
和
壽
教
授
（
新
任
）

◆
産
学
連
携
起
業
教
育
セ
ン
タ
ー

長
兼
担
　
上
原
健
一
教
授
（
新
任
）

◆
学
生
支
援
部
学
生
支
援
課
長
・

就
職
支
援
課
長
兼
務
　
吉
見
健
二

◆
学
生
支
援
部
学
生
支
援
課
主
事

京
野
晴
郎

（
5
月
1
日
付
）

◆
機
械
工
学
科
主
任
　
古
閑
伸
裕

教
授
（
新
任
）

◆
情
報
工
学
専
攻
幹
事
　
磯
野
春

雄
教
授
（
新
任
）

◆
教
務
部
長
補
佐
　
丹
澤
祥
晃
助

教
授
（
新
任
）

◆
学
生
支
援
部
長
補
佐
　
竹
内
貞

雄
教
授
（
新
任
）

【
配
置
換
】

（
4
月
1
日
付
）

◆
酒
井
茂
紀
教
授
（
機
械
工
作
セ

ン
タ
ー
）→

機
械
工
学
科
に
異
動

◆
宮
澤
肇
教
授
（
機
械
工
作
セ
ン

タ
ー
）→

機
械
工
学
科
に
異
動

◆
森
正
美
助
教
授
（
電
気
実
験
研

究
セ
ン
タ
ー
）→

電
気
電
子
工
学

科
に
異
動

◆
吉
田
清
講
師
（
電
気
実
験
研
究

セ
ン
タ
ー
）→

電
気
電
子
工
学
科

に
異
動

◆
飯
塚
完
司
講
師
（
電
気
実
験
研

究
セ
ン
タ
ー
）→

電
気
電
子
工
学

科
に
異
動

◆
上
野
貴
博
講
師
（
電
気
実
験
研

究
セ
ン
タ
ー
）→

電
気
電
子
工
学

科
に
異
動

◆
川
村
清
志
教
授
（
建
築
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
）→

建
築
学
科
に
異

動◆
貫
井
光
男
講
師
（
建
築
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
）→

建
築
学
科
に
異

動◆
大
森
純
子
図
書
館
事
務
課
員→

教
務
部
教
務
課
に
異
動

（
5
月
1
日
付
）

◆
高
田
昭
二
学
生
支
援
課
主
任→

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
任
・
留
学

生
別
科
兼
務
に
異
動

【
解
任
】

（
3
月
31
日
付
）

◆
学
生
部
長
　
鈴
木
康
之
教
授

◆
学
生
課
長
　
京
野
晴
郎

（
4
月
30
日
付
）

◆
機
械
工
学
科
主
任
　
梅
崎
栄
作

教
授

◆
情
報
工
学
専
攻
幹
事
　
神
力
正

宣
教
授

【
退
職
】（
4
月
30
日
付
）

◆
森
山
幹
郎
講
師
（
共
通
系
）

国
外
出
張

◆
岩
隈
利
輝
助
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
2
／
19

〜
21
）
／
目
的
＝
韓
国
農
村
集
落

計
画
打
合
せ
会
議
◆
伊
藤
庸
一
教

授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
中

国
（
2
／
24
〜
28
）
／
目
的
＝
公

開
研
究
会
「
中
国
・
青
島
の
歴
史

街
区
の
保
存
を
考
え
る
」
を
開
催

◆
谷
本
直
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
3
／
2

〜
7
）
／
目
的
＝
非
線
形
回
路
と

信
号
処
理
に
関
す
る
国
際
会
議
に

お
け
る
論
文
発
表
◆
神
力
正
宣
教

授
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

米
国
（
3
／
2
〜
7
）
／
目
的
＝

非
線
形
回
路
と
信
号
処
理
に
関
す

る
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表

◆
高
瀬
浩
史
講
師
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
3
／
2

〜
7
）
／
目
的
＝
非
線
形
回
路
と

信
号
処
理
に
関
す
る
国
際
会
議
に

お
け
る
論
文
発
表
◆
柳
澤
章
学

長
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
3
／
10
〜

14
）
／
目
的
＝
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ

ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ
校
と
の
相

互
交
流
・
意
見
交
換
◆
古
閑
伸
裕

教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
タ
イ
（
3
／
10
〜
14
）
／
目

的
＝
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大

学
ト
ン
ブ
リ
校
と
の
相
互
交
流
・

意
見
交
換
◆
渡
辺
康
夫
教
授
（
電

気
電
子
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
3
／
10
〜
14
）
／
目
的
＝
キ
ン
グ

モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ

校
と
の
相
互
交
流
・
意
見
交
換
◆

星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
3
／
10

〜
15
）
／
目
的
＝
研
究
指
導
お
よ

び
研
究
打
合
せ
◆
廣
澤
史
彦
講
師

（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
3
／
13
〜
25
）
／
目
的
＝
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
大
学
と
ト
リ
エ
ス
テ
大
学
に

お
け
る
共
同
研
究
者
と
の
共
同
研

究
◆
田
中
隆
治
助
教
授
（
学
修
支

援
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
3
／
21
〜
29
）
／
目
的
＝
空
間
体

験
を
と
お
し
て
学
ぶ
建
築
英
語
移

動
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
引
率
◆
黒
津
高
行

教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝

米
国
（
3
／
21
〜
29
）
／
目
的
＝

空
間
体
験
を
と
お
し
て
学
ぶ
建
築

英
語
移
動
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
引
率
◆
増

本
憲
泰
講
師
（
機
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
中
国
（
3
／
26
〜
29
）
／

目
的
＝
試
作
し
た
脈
診
計
に
つ
い

て
、
脈
診
医
と
改
良
点
な
ど
を
検

討
◆
渡
辺
康
夫
教
授
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
3
／
26
〜
4
／
1
）
／
目
的
＝
電

磁
気
学
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0

0
6
に
お
け
る
論
文
発
表
お
よ
び

イ
リ
ノ
イ
大
学
シ
カ
ゴ
校
と
の
学

術
協
定
の
調
整
◆
石
川
孝
教
授

（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
3
／
26
〜
31
）
／
目
的
＝
米
国
人

工
知
能
学
会
2
0
0
6
年
春
季
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
先
日
、
日
経
新
聞

を
見
て
い
た
ら
「
ま

な
び
再
考
」
と
い
う

コ
ラ
ム
で
お
茶
の
水

女
子
大
学
の
耳
塚
寛

明
教
授
が
書
い
て
い

た
。
今
春
晴
れ
て
大

学
生
に
な
っ
た
皆
さ

ん
に
伝
え
た
い
こ
と
が
そ
こ
に

は
書
い
て
あ
る
の
だ
が
、
同
意

見
な
の
で
少
し
要
約
す
る
。

▼
大
学
と
い
う
と
こ
ろ
は
自
由

で
あ
り
、
今
ま
で
教
育
を
受
け

て
き
た
「
学
校
」
と
は
明
確
に

違
う
知
の
生
産
の
場
で
あ
る
。

与
え
ら
れ
た
知
識
を
疑
う
こ
と

な

く

受

容

し

て

き

た

生

徒

（pupil

‐puppet

（
操
り
人
形
）

と
同
じ
語
源
）
か
ら
、
主
体
的

に
観
察
し
、
思
考
し
て
自
ら
知

識
を
生
産
す
る
術
を
身
に
つ
け

る
学
生
（student

）
に
変
身
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
自
己
の

利
益
を
最
大
化
す
る
た
め
で
は

な
く
、
こ
の
世
界
を
新
し
く
す

る
た
め
に
学
ん
で
欲
し
い
と
結

ぶ
。
―
諸
君
に
全
く
同
じ
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

▼
こ
の
と
こ
ろ
学
生
の
自
治
活

動
や
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
学
生

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

と
て
も
残
念
で
あ
る
。
勉
強
は

も
ち
ろ
ん
、
元
気
で
熱
い
思
い

を
も
つ
学
生
に
1
人
で
も
多
く

会
い
た
い
と
思
う
。（
F
）
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

盛
り
沢
山
の 

新
入
生
歓
迎

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト 
盛
り
沢
山
の 

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト 

―
学
生
自
治
会
主
催
― 

国際交流

タ
イ
の
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学

カ
ナ
ダ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
交
流

タイキングモンクット工科大学で記念撮影 春のぽかぽかこんさぁと「鶴」のステージ

カ
ナ
ダ
研
修
所
・
L
C
C
視
察

レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ

（
カ
ナ
ダ
）
か
ら
来
学

奨学生に贈られた認定証

k

k

k

k

k

k

k

k

k
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このたび、文部科学省および日本学術振興会から、平成18年
度の科学研究費補助金の内定があった。今回内定の研究課題お
よび研究代表者は次のとおりである。

平成18年度科学研究費補助金内定

■基盤研究（B）
日本統治の歴史をもつ中国・
青島歴史街区の住み方に関する研究

伊藤庸一教授

■基盤研究（C）
塩分濃度法による不均一街区の
平均交換係数の風洞実験

成田健一教授

西欧人の見た近世町家の特質と地方性
－ライデン博物館所蔵模型の検討を中心に－

波多野純教授

ナノ周期積層膜を記録媒体とする
超高密度トライボメモリーの基礎研究

三宅正二郎教授

ケアマネジメントにおける知識管理・共有・
伝承を指向した教育支援システムの研究開発

樺澤康夫教授

対話型CG映像メディア提示システムと
映像コンテンツの制作技法の研究

新藤義昭教授

解析・調和関数空間とその上の作用素の研究 大野修一助教授
近畿地方の神社に現存する演能場・能舞台の
建築構成に関する研究

大岸文夫講師

高齢者にやさしいテレビ映像・音声の
提示条件に関する研究

磯野春雄教授

トーリック多様体の環論的研究 衛藤和文助教授
■若手研究（B）
カオス時系列解析を用いた
脈診波形の解析に関する研究

増本憲泰講師

パーソナライズ可能なWebグループの研究開発 勝間田仁講師
双曲型方程式の解の漸近安定性と
非線形発展方程式への応用

廣澤史彦講師

■特別研究員奨励賞
近代東京の都市空間における医療施設の
展開過程～禁忌された施設の史的研究～

勝木祐仁特別研究員

図書館ウェブページリニューアル

第2回

編 集 後 記
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7月22日（土）～8月9日（水）、本学主催の「文部科学大臣認
定・免許法公開講座」が学内で開講される（現在文部科学省
へ申請中）。本講座は①高等学校教諭専修免許（工業）②中
学校教諭専修免許（技術）の取得を目指すもの。専修免許取
得のために必要な単位数は、在職年数3年を満たしている
全ての者が15単位必要。
開講要項請求は本学生涯学習センター（10480－34－4111（代））

全国の中学校技術・家庭科「技術分野」担当教員を対象
にした実技研修講座が8月7日（月）から9日（水）まで、本
学技術科実習室で開催される。
本学と全日本中学校技術・家庭科研究会、東京都中学校
技術・家庭科研究会の共催によるもので定員30名である。
内容は、中学校技術・家庭科技術分野「A、技術ともの

づくり」に関する教材開発と指導・評価の研究を行う。参
加費用は4千円で受講証明書を発行する。
問い合わせは、本学教職教育センター長　原田昭

（1 0480－33－7737、FAX 0480－33－7744）

中学校「技術」実技研修講座

国
外
出
張
（
2
月
〜
3
月
）

人
事
異
動

専修免許取得の公開講座
募集


